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超微小茎頂分裂組織培養法で作出されたイチゴの生育および果実収穫量

報告する一
扇総

茎コ培養法は,業 原基を付けた,長 点を直径01～02価

前後の大きさで摘出し培表する方法であり, ウィルスフリ
ー佃体を作出する■段として用いられている1)≧

頂培

業によるウィルスフリー個体の作出が行われている野実

は,イ チゴ,ジ ャガィモ,サ ツマイモ,フ キ,ニ ンニクな

どが挙げられるS)≧
頂分裂組織は先姉に近づ く程ウィ

ルスlFu度力i減少することが知られており,摘 Hlする組織の

大きさ力功 さヽぃほどゥィルス,ウ イロイドを除去しやすく

なる し かし,葉 原基を付けずに輸出した革頂分裂組織は

急速に乾燥するため,他 物成長調節物質を用いずに再生個

体を得るのは難しい1)

近年,細 川ら21〕はキクにおいて乗原其を付けずに_4

頂分裂組織を指出し キ ャベッ根瑞に置床する超微小茎頂

分裂組織培狂法を用いることでウイロイドフリー株の作出

に成功している イ テす(略類 4Xコ コaS物)の超微小と頂

分裂組織培養による値物体の再生は可能であるが,同 法で

作出されたイチゴの生青 イス量に関する報告は見あたらな

い

そこで本試験では,〕口化 2年 目,順 化 3年 目の超微小≧

頂分裂組織培養系統およ倒幅化 2年 目の超悔卜≧lF分裂組

織培養ネれからランナー増旭した系統の生育と,そ れらの

系統を報株として用いた場合の収最について耐査したので

材料および方法

超欲小室頂分裂組織培養はi tアスカルビー'と`女
峰

'は

2∞5年 5月 に, さ`ちのか
'と!ひ

のしすぐ は抑拓年 3～ 4

月に,そ れぞれ,奈 良県営業結合センター内の促成栽培Fr

場から採取したランナーを用いて,京 都大学において行っ

た(第1図 )展 開業の大部分を取り除いた後,有 効塩言濃

度 1%の 次王塩素酸ナ トリウム水溶注で15分間表面投菌

し,減 菌水で3回 すすいだ 無 菌条件下で茉原基を全て除

■コ
,■日ロコ●l1 ///

望正分型相H

ヽ
幸

葉原とをきまない圭口分詠 E織を5-10加 に調
製 したキャヘツ根切断面に置床 し や 養する

算1図 超微小室頂分裂組織培養法
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とⅢ ヽ 21011'にコ,l rjラン■―■■L Vfキ抗
峻3   +玉 れ性にAi■ ,211を ,た ‖H化3■|"拒 付■上T分 ズ赳続1ど交ネt
「, l t

10!i古

ローF古

1■1■亡

1コri首
〕コiイl i

″J 十ヽ i

付行古

‖′i子百

2011■t政 !FれⅢⅢラン,一 Jハ|したネ村
的,'ら,■11たテ古
〕ユⅢ●作|どれ'■ 占

1コン ら■ち,た 「古
nfわ,,行■れた■古
〔!Jわら得■れたテ古

口■から■ⅢⅢt子 古

+十 楽いランナー!H拒■

去したとj質分裂紅紙をかみそりで摘出し ■ 菌幡種したキ

ヤベツ(Bras丈ミ0け“口 L)て春渡
｀
の根端に移植したな,修

正KDoP培 地 (スクロース2%(w/v)ケ ランガム03%

(w/v),Pl15 8)で培芸した 1を 波
)の

棋瑞は,修 正moPモ

地に年山播在し,仲長した根昴を5 mnt度摘出し使用した

置Ff後,20℃  40/′Dl。lm 2s■!16時 間H長 下で好責した

縦代培獲は1/10修正Ms培 地で行つた

実験 1 1回 し2年 目の超微小茎頂分裂組織培養系統の生育

2006年 ■ 試れ種は
て
アスカルピー'お

よび
【
女峰

)と
した

第1表 試験に用いた培養系統および非培養の系統の苗質

1■   七 玉■ヽ続に|ないとを2‖キ,た い1ヒ″年■Ⅲ超は■車■Ⅲ■!R転店ミ子社
lⅢ!    t狂 打綿にない基■4=●い|“イヒ,,日″,赳“■主●今コn4培 ェィ■

行古として 2006年 11月に奈員県農業総合センター内の無

板槌育市ベンチから採首し Iコ2と同様に管理した宙を用
いた =き ちのか■まとしを12系統,慣 行市を11林!(ひ のし

ずく は Ltlを15系統,慣 行高を11株 そ れぞれlF試した

2∞7年4月 19日に13 5cm径ポリプロビレン型ボットに移 FL

し 向 よけハウス内で栽培した 移 lF後は,散 水ノズルを

用いて頭 L溝水を1日 2回 5分問すつ行つた 4月 24日か

ら9月25日まで刻弱年と同様に前杢した

実験2 1回 し3年 目の超徹小菫頂分裂組織培養系統の生育

培皆組織に☆原基を含まない川頁化を4日 の超欲小■1質介

裂組紙■養系続(以下,とに)培P_組lntに業原基を2枚 含め

た順化3年目の超l■l小≧頂分裂紅機培If系統(以下 しJ,
2006年にL02か らランナー増埴 したネ統(以下,L02R)
2106年にL22系統からランナー増殖 した系統(以下,レ 2R)
および慣行前を4試 した 2006年 1l r1 13日に前年の試験に

用いたLOょ 口2を9 cm任ポリエテレンポットに移他し,ⅢⅢ

面を開放したガラス室内で越冬させ そ れぞれL宅,L23と

して用いた Lt2お よびL22を拙llとし,無 l「t拒育苗による

ランナー増殖て4ら れた子出を2006年11月13日に9 cm任ボ

リエチレンポットにf・価し 付け面をF15枚したカラスハウス

内で越冬させ,そ れぞれL02Rお よびL22Rと して用いた

慣行市として!2的 7年 1月 10日に償業結合センター内の4

拒植青甘ベンチから採高し, ctJ L‐.,LαRお よ●LttRと

同様に管理した首を用いた .ア スカルビー■まLlちおよび

LOぷを3味 統,L23お よびL2八 を5系れ,ラ ンナー増殖宙

を20林, また,【女峰
'1ま

L03およrLし Rを 13ネ統, L23を

4系 統)L22Rを 3系 れ,慣 行高を15株 そ れぞれ IL試し

た 2007年 41317日に13 5cm径ポリプロビレン梨ボットに

鉢上げし,雨 ょけハゥス内で我持した 技 申管理および前

査は4月 24日から9月 25日まで実験 1に準じて行つた

実験 3 ・アスカルビー'超
微小室頂分裂組織培養系統の果

実1又曇
`ア

スカルビー'を
ft試した 実 耽 1に おいて,L02の 35

系れ, L22の 6系統から発生した第 1子首を9 cn径ポリエ

チレンポットに受け,雨 よけハウス内に設置した幅文35cn,

高さ81 cni持地の深さ10伽のおがくすを杵地とするベンチ

に,2006年 6月 5日 に親株として定和 した ま た 2006

年 1月 に農業結合センター内の無佐埴育古ベンテから採高

し側面を開放したガラス室内で越冬させた慣行首を親株と

して5月 8日 に定植した 8月 8日 に4 cm資ポリプロピレ

ン小型ボット(スーパーアイボット,矢 崎加工製)に子苗を

受け, ランナーカット後は雨よけハウス内で氏面給水方式

才ri="ラ ,十 -lⅢⅢ市Ⅲ ‖ヽられt子 古

第 1表に示した 培 ■和織に★原とを命まない順化 2年 目

の超彼小宅預分裂犯紙■者ネ抗(以下,LO,お よひち章紅

孝蚊に業原とを2枚含めた順化2年 日の超欲小■頂分裂祖縦

培差系統(以卜.L2,を2005年秋に順化し, 9伽径ポリエ

チレンポットに杉lHtt 181高を開放したガラス室内で赴冬

させた 非 培宝のランナー増殖古(以下 慣 行古)として,
2006年1月に奈良県農米裕合センター内の細三からfF古

し,Lしおよび政2と司村に行■した古を用いた てアスカ

ルビ 'は としを35系抗,口 2を6系 統,慣 行宙を20株, ま

た! `女峰■まL02を13ネ統 L22を 4系 統,眠 行高を15株

それぞれは試した 2m6年 4月 19日に13 5cml■ボットに移

植し)雨 よけハゥス内でな培した 形 化後は,散 水ノズル

を用いて頭上に水を1日 2回 5分 間すつ行つた 4月 26H

から9月あ Hま で,展 FT韓数と3 cn以上伸長したランナー

数を7日 間隔で,生長点より上仕第3節 目の完全展開業の,

基部から中央の力ヽ業先端までの長さ(以下,乗 長),中 央の

小業の基部から先瑞まで?長 さ(以下,小 I~長),中 央の小

業の積方向の最大長(以下,小 率幅)および業とを1か月間

隔で そ れぞlt調査した 調 査後は 茅 数を1チ に,展 開

業数を3枚 に詞製し 両 杢したランナーを摘lFした

抑37年 ■ 試品種は, tさちのか
Ⅲ
および

`ひ
のしずく

Ⅲ
とし

た 2006年 秋に順化したL02を 9 cm存 ポリエテレンボッ

トに形|「後,側 面を開放したガラス室内で越冬させた ほ
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により育成した 号 養とは, ピートモスとバーミキュライ

トを体積比4t3に 淀合して用い,月811は緩幼性肥料をN

成分500雌たとなるように施用 した 9月 19日にパイプハ

ウス内に畝間120じコ,株 同23cnlの2条 柾えで危植した lo

月19日に外浜松覆,lo月 郷日にマルチング,11月 7日 に内

張絃覆を行つた 11月 20日から翌年3月 26日までは,60w

白熱電求10個ねを用いた3時 間の日長延長による電Hくを行
った 定 tt株数は L02か ら得らl■た子古(以下,Uち 了苗)
およrl L22から得られた子苗(以下,レ 2子苗)では511/系

統とし,慣 行宙から得ら″した子首(以下,慣 行予宙)は5株

/区で9区 竹」とした 2006年 11月24日から2007年 4月 30日

まで2～ 3日 間防で収権果数とイ又程架量を調査し,抑 拓年
10月卸日.12月 7日 およrt_∞7年 2月 20日に車高,■ 丈お

よび展開第3業 の小業長と小業幅を調査した ま た 2的 7

年3月 9日 に緒度,骸 度およひ預度を調査した 措 度はデ

ジタル結度計(PR 101,ATACO製 )凄 度は有機磁分析||

(アシライザー昨6,伸 富士平t[業製),硬 度はデジタルフ

オースタージ(DPS 5,株 式会社イマダ袈)に ,5mの 円筒

型プランジャーを装着して,そ れぞれ担1定した

実験4 r女 峰
'超

微小菫頂分裂組織培書系統の果実収量
(女

峰
)を

■試した 実 験 2に おいて,L亀 ,L2, Lけ Rお

よdレ 2Rの 1系統から発生 した年 1子 荷を9 cn径ポリエ

テレンボットに受け,雨 よけハゥス内に設置した幅135cn i

高さ81 cm,培地の深さ10cmのおがくすを考地とするベンチ

に親株として,LO,L23お よ 10Rに ついては6月 13日に

ウ2Rについては7月 4日 に定地した ま た 蔦 米結合セ

ンター内のキ仮lF青苗ベンチからfF市し,1面を開放したガ

ラス室内で越冬させた慣行高を純林として5月 14Hに 定植

した 9伽 径ポリエチレンポットに‖“次子苗を受け,ラ ン

ナーカット後は市よけハウス内で頭上控水により育成し

た 者 養上と"じ||は実政 3に 準じて調製した 2007年 9月

18日に危hOし,10月 18日にビニル松覆 10月 19日にマルチ

ング,10月 29日にブペレリン処空を10ppmの濃度で株あた

り5 nll行い,11月 12日に内張松覆を行つた 11月 20日から

翌年3月 31日まで電R:を行つた 栽 植間rllと電燎方法は実

験 3と 同様とした 定 植林数は,Hる から得られた子苗(以
下,L03子 苗),L23か ら得られた子百(以下!L23子 前),
LO水から得られた子高(以下 LcR子 市),L22Rか ら得ら

れた子苗(以下,咤 R子 苗)慣 行古から得られた子宙(ほ

行予首)ともに12胸区とし, 2区 付Jとした 2∞ 7年11月27

日から抑08年 4月 30日まで2～ 3日 同rnで1ス種果数とⅢ又稽

果重を調査し,2∞ 7年10月26日 2008年 2月 8日 および4

月10日に草高)草 丈および展開第3業 の小業長と小業幅を

調査 した ま た,2〕38年に2月 1日“ 2月27日,3月 10日お

よび4)」4日 に,推 度,酸 度および硬度を調査した

実験 1 順 化 2年 目の増養苗の生百

2006年 `ア スカルビー!で
は,発 生茉数はLしが,慣 行苗

と比戦して,8月 まで有忘に多く)発生ランナー数はLら'F,

慣行苗と比較して, 7月 まで有意に多かった(第2去 )8

月以14のLllおよ地 との発生ランナー欺は隠4i占と比較し

て極めて少なかった (女 峰
'で

は,発 ,業 数はLしおよび

L22が,慣 行市と比較して, 5月 , 6月 および8りJで有意
に多く、発生ランナー数とは口Lお ょ t2が ,眠 行高と!ヒ

較して, 5月 で布意に多かった .ア スヵルビーIで
は,す

べての調査日において,業 長 小 業長およcA l十ヽ幅が慣行

市で最も大きく,8月 29,お よび9月26Hの 小業幅を除き,

有とな差がなられた (第3表 )｀ 女峠
)で

は, 5月 30Hを

除くすべての前f日 において葉長,イ 斉ヽ長および小業幅が

慣行市で最も大きく, 9月 26日の小乗幅を除さ,有 意なと
がみられた

2∞7年 1ひ のしずく
'で

は,m2の 発生葉欺は 慣 行高と

地域して5月で多く,発 生ランナー数は5月 および6月 で

多かった(弟4芸 )慣 行占と比較して,8月 1日では,小
業長,小 業幅力iけ で有とに大きく 9月 4日 の小業長およ

び10月3日 の指長,小 指長力托しで有まに小さかった(第5

表)｀ さちのか
'で

は,L02の発生業数および発生ランナー

数は 慣 行苗と比職して5月 および6)Jで多かった 慣 行

市と1ヒ較して, 5月 30日の業長,1ヽ業長,イ 業ヽ幅および8

月 1日の禁長力としで有意に大きく,10月 3日 の葉長力LO,

で有意にガヽさかった

果結

E
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第2表 埼養2年目の増殖苗において 苗質が発生来数および発生ランナー数に及 ます影響 (2000年)

Tab e 2 ETeoi of oualⅢ oF strawberⅢ p ari cn ihe number of g。ぃ。r,1。a leaves and runner

離  宙 ず
わ れ

アスカルビー麿培筈;キ号;統:粘:帯1岳号算:: よ8[七群:瑞よ:]竹:を1推
有高性

X  ▼
   ヤ   キ   ヤ  NS   Ⅲ      Ⅲ   Ⅲ   Ⅲ   Ⅲ   Ⅲ   NS

L02   40a 42a 423 01a 48a 233o   46o 38a 41a 473 493 21 7a

女峰 慣行苗〕:]ケ猛::::281'3Lキ耕8 ;,8:滋よ桂群3活帯千筋[
有意性

X  ヤ
  子  N S   ャ  *    ■    十  1 1 S  N S  N S   ネ   十

ヤ第1表のとおり
y展 開葉敷と発生ランナー数を7日間隔で調査した。調査時に茅数を1芽に 展開業数を3枚

に調製し 発生したランナーを除去した。
X異 なるアルファヘット間にScho確法で5 水ヽ準で有意差あり

(アスカルビーLO■ni35 L2を口=0慣 行首 ■=20女 峰し02n=10し22n・4慣 行苗 n=15)

第3表 培室2年目の増殖首において 苗質がボット宙の生育に及 ます影響(2000年,

Tabe 3 ETect前 9uaいヽンOF strerberⅢ p an(on the Eloぃたh oF Po sヽeed`ngs

5月 30日 9月 26日

品種   苗 質
= 業

長 小 葉長 J 葉ヽ幅  菜 長 1 慕ヽ長 」ヽ棄幅  葉 長 小 棄長 J 業ヽ幅  葉 長 J 葉ヽ長 J 葉ヽ幅  菜 長 J 糞ヽ長 」ヽ葉幅

6月27日 9月1日 8月 20日

(●m)  (em)  (cm)    (o印 , (●m)  (om)    (cm)  (cm)  (om)    (om) (cm)  (cm)    (cm) (om)  (om)

L02   143bン    フ4S    63b     “ 04b   100b   85ab    20 9o   10 13   7 31     15 0b  86●     67      1676  94b    80

ア入カレビ 昔争首猛法:格 ;塗 駆駐,斜!枢を 耳培を 1詳措::: 格;皆謎を 常 梧号:1繊 繁
有 景チ性    ■      章      Ⅲ       Ⅲ     申      ■       ■     ■      ネ       イ     ヤ     NS     本     ヽ     NS

LDを    133,   89a     683     193b    993   75●       201b     95b    68も      195b   フ 7●     54b     150b   80b     05

女峰 ば者首繋性就 粧登岩強1粧
t ttb ll執

 1♀樹;技
b ‖

柱38を 8抵
b 活

概1ユ緒
b 縦

有 意 性 ■ ヤ ■  ヽ * ヤ  ■ 本 ■  車 ヤ 本  々 ■ N S

Z第 1表のとおり
ツ異なるアルフアベット間にSche化法で5 水ヽ準で有吉差あり(アスカルビーに0,ぃ=35L22n=6慣 行苗 口=20女 峰L02n=13培養苗L22n=4慣 行苗 に15)

第4表 培養2年目の指殖苗において 苗質が発生葉数および発生ランナー数に及ぼす影響(2007年)

Tabp 4 Erect ofH」 n t oF stttwber"Jan、 印 、確 内umber of reneratedに avo● ond rumor

品種    宙 質
`モ

言
~=千

ぞ讐ギ翠半=千
~手 ~ 発生ランナー数

ヤ

5月 6月  7月  9月  9月   計    5月  6月  7月  9月  9月   計

L02   49  43  Si  49  47  23 9   60  40  61  45  41  24 7

ひのしず〈 慣 行苗 26 39 46 47 46 206  27 31 65 44 40 206

有煮性
・  =   N S  N S  N S  N S   キ     ネ  *   N S  N S  N S   キ

ビ。2   49  50  59  57  43  259   57  40  10  05  00  120

さちのか  慣 行宙 2 3  3 0  4 9  5 5  5 0  2 2 1   1 6  2 3  1 6  0 0  0 0  5 5

有意性   ネ    =  NS  NS  NS   米      ネ    ■   NS  NS  NS   ネ

Z第 1まのとおり
ン 展開実数を発生ランナー数を7日 間隔て調査した 訓 査時に芽数を1チ に 展 開真数をd枚 に利製し

発生したランチーを除ました
スコよ■検定により6 水ヽ準て有意差あり ま た NSは 有志差のないことを示す

(ひのしす(L02 ni1 5 慣 行苗i n・1 さちのか ビ021n‐12 慣 行苗in・1,

第5表 培表2年目の増殖由において 苗質がボット苗の生首に及 ます影響 (2007年)

品種   苗 質
を
 実 長 小 棄長 小葉幅  票 長 小葉長 1 葉ヽ幅  棄 長 小 葉長 1 葉ヽ幅  実 長 川ヽ葉長 J 葉ヽ幅  賓 長 4 葉ヽ長 J 葉ヽ幅

t市  に 前 に 市  t t t  t前  ● 市  に 前 t t t  t市  に 巾 に市 t市  に 前 に市 に 市

ビ02    179    79     60      168   79     64      209   114    73      141   80     50      151    66     57

ひのしずく  慣 行苗 157  73  03   157 76  50   204  109  69   147 35  53   160 95  58

有意 性
y  Ns    NS    ll S     llS   NS    NS      NS    十      ■       NS    ■      NS      ヤ     ネ      NS

t02   142   66    52    135  01    45     176   92    64     97   66    47     125   06    61

さらのか  慣 行苗 lo 7  53  46   12 5 60  44   161  86  60   10 5 59  46   135 70  62

有煮lty   .     率      Ⅲ       NS   NS    NS       ヤ     NS    NS     NS   NS    NS      Ⅲ     NS    NS

Z算 1表のとおり
ツ ヤま t―検定により5 水ヽ準て有意差あり ま たNSは 有意差のないことを示す (ひのしずくビ02 n■15慣行富i n・11 さちのか L●2 nⅢ 2 慣 行畜i n・1,
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(13)

実験 2 Fft3年 目の増養百の生育              順 化 3年 日のイ
女山IⅢでは,お 生葉数は,全 期間を通じ)

〕ほ化3年 日の1アスカルビー)で
は,発 生☆数およrj.生    市 質問で有音なとは認められなかった

ランナー数は,全 期間を通じ,出 資にかかわらす同程度で    発 生ランナー数は5月 を除き苗【問で石意なとは詔めら

あつた(第6表 )慣 行苗と比較して, 9114日 の小茉長が   'tな かった

Lr 3で布志に小さく,10月 3日 の小t‐lmがビぷで有意に小    慣 行古と比較して,6月 あ日の十長"現 で有意に小さく

さかつた(第7表 )                     9月 4日 の業長および小禁長力i03で行意に小さかった

第0表 培養3年目の増殖苗において 首賃が発生葉数および発生ランナー数に及ぼす影響
Tabe 6 Ettct tt quaⅢⅢ oF strewberⅢ p ant on the numbor of generated oっvos and runmer

輛 梅沖 質
怖 〒 蕎 路 〒 百 ギ 話 義 〒

L 0 4   3 8  3 0  4 7  4 1   4 7  2 1 1    2 4   2 9  4 2  2 4  0 2  1 2 1

L02R  34  38  4フ   4 1  46  207     2 ,   00  46  27  00  127

アスカルビー操 ;l器縦;:i::よ8 1:;告盤盤::|;
慣行首 3 3  4 1  4 6  4 3  5 0  2 1 2  2 2  2 3  4 0  2 3  0 4  1 2 0

米国祥二 他 :超微小≧頂分裂和織培養法で作出されたイテゴの生育および果実収穫量

有意性  NS  NS  NS  NS  NS  NS    Ns  Ns  NS  NS  NS  NS

23  33  40  44  43  190    333X 33  43  32  28  1o9

29  39  41  43  42  195   24ab 34  45  35  23  167

30 38 45 40 43  195   1フ b 35 43 35 38 168

20  43  40  40  40  183    17b  33  47  33  30  160

慣行菌 29  97  42  4ヽ   38  186   24ab 31  47  33  23  157

有高性  NS  NS  NS  llS  lls  NS    ■    NS  NS  NS  NS  NS

的
」
」２
」

峰女

Z算 1衰のとおり
y展 開繁数と発生ランナー数を7日間隔て調査した。調査時に芽故を1芽に 展開票数を3枚に調

製し 発生したランナーを除ました
ン異なるアルフアベット間にSchefe法てい水準て有意養あり(アスカルビーにい ぃ‐o5ビ02Rに 65レ en・S

ビ22R ni5慣 行首 n・2o女 にビ03n=13L02R n‐ 3L21n=4は 22R n・3慣 行宙 何=15)

第7表 培養0年 目の増殖首において 苗質がボット首の生育に及ほす影答

L6o7 ETe位 ●f ouoにッ前 S 的`Wbertt p ant on tho growたh ef po(seo」g ttgs

首質Z

慈
ｍ

部
ｔ。い＞

球
てｃｍ＞

薙
的

隷
ぐ。ｍ＞

義
てｃｍ＞

小葉長 1 秦ヽ幅

(om)  (om)

小葉長 J 実ヽ幅

(●m)  (cm)

業長 打 棄ヽ長 J 業ヽ幅

(om)  (om)  (。 m)

小葉長

(om)

小棄幅

(om)

L03

L D 2 R

アスカルビー  L23
L22R

慣行首

20 6by    lo4    7 Sa

22 4a    J09    81b

19 6ob   10 1     7 7tlb

21 03b   lo 8    7 9ab

2,3ab   10 4    7 7ab

J60b    751     60

146o   90ab   63

12 3ab  7 3tlb   53

12 2ob  7 6ab   59

14 5ab   81a     03

砕
５２
碑
５３
５２

５９
６０
５８
５６
的

ｍ
い
‐０２
い
い

1 3 9

1 5 5

1 6 0

1 5 1

1 4 8

3 0

9 1

9 4

6 8

8 7

1 4 7

1 5 4

1 5 0

1 2 9

1 1 3

09oじ

703b

7 3ab

64b

73a

■

■

８

２

７

３

８

８

す

８

９

■

０

０

●

５

７

７

７

６

有意住  NS ■    ネ     NS NS

LOo

と02R

L23

L22R

慣行芭

1 l  S

l l  l

1 0 2

8 0

1 0 B

15 0ab

16 9ab

142b

145aは

19 1。

145

156

16Ⅲ

157

109

９

，

１

１

■

９

８

８

■

９

■

■

５

１

２

４

４

０

３

４

”
”
４９
的
”

6 3

6 S

0 3

5 9

6 6

7 4

7 3

7 3

7 2

7 4

81

3 4

8 5

9 5

3 5

5 3

5 6

0 7

5 5

5 8

2 1 9   1 1 4

230    117

223   113

227   114

226   116

142b    77b   53

,S43    86a    55

154。b   94ab  54

16 3ab   3 7ob   09

16 Sa    37。    06

有意性  NS NS ヤ    承     NS NSNS

y

第1表のとおり

異なるアルファベット間にSchere法で0 水ヽ準て有意差あり(アス方ルビーL03n=35 LOをR ni35 L21 n■5
L02R n=13L21 nⅢ L22R抑 =3ラ ンナー増殖首 n=1〕

し22R n=5ラ シナー増殖苗 n=20女 峰Lol口=13

実験3 【アスカルビー'超
徳小室頂分裂組織培養系統の果

実収量

調査日にかかわらす促成栽培圃場での生育に石意なをは

みられなかった(第8其 1 収 社開始時期はとし子市および

Lろ子首で11月下旬,慣行子市で12月上句であっな第9表 )

収確全期間を通じた収穫呆重はLし十出で大きく,L22■ 首

で小さい傾向がみられたが,有意なとは認められなかった

呆実i20g以 上の収穫呆こは慣行子古で大きかった(第2

四)収 稽果数はL02子市で多く,平 均呆重はLし子市で小

さい旧山がみられたが,有 となたは詔められなかった 正

常楽手はいずれのは質も同程度であつた 呆 実硯度,格 度

および酸Eは 古質にかかわらすlul程度であった(第10表)
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算8表 古質が促成裁培圃場での生育に及1ます影讐(2006～2007年)

Tablo 3  E市 oot oF oua tv Oi Strawbe… olont on tho groi"th in foroi ou ture frem 2006 to 2007

2月26日10月30日

舗
ぐ。ｍ＞

報
て。ｍ＞

舗
ぐ。ｍ＞

首質
2 車 高

( o m )

草丈 J 実ヽ長ツJ 葉ヽ幅ツ

(om)  (om)  (。 m)

小実長
ツ

J 葉ヽ幅
y

(em)  (om)

草丈 」ヽ葉長γ" 棄ヽ幅
】

(om)  (em)   (。 ぃ)

mど子首 114 132  96

口2子首 117 180  91

慣行子古 1 1 5   1 8 0    9 0

244  288   118

246  296   121

257  296   11 6

128  2S3   69     60

129  25,   70     60

126  257    67     58

8 7

8 6

8 9

101

164

102

有 意 差   NSX  NS   NS NS NS  NS NS NS  NS   NS    NS

Z第 1表のとおり

y展 開第二葉
X NSは 有憲差なし(分 散分析 に02 ド 35 L22 ni6 慣 行首ln=9)

算9表 首質が収員に及ぼす影響(2006～2007年)

L02子吉 11月 25日 16 110 81 125 135 166 633  490   129 646       209       145

L22子首  千 1月29日  4 130 67 132 87 141 560  422   138   651 2 1 1       1 3 8

1 8 7        1 5 3慣行子首  12月 4日   1  105 84 103 153 145 591   433 137       655

有意性

第Ⅲ表のとおり

室量比

nsは有意差なし(分 散分析 L62子 苗i n=25 レ 2子苫|ぃ‐3 慣 行子菌i n=6)

L02子古

L22子吉

■果三25g以上

回同 20【以上25g未満

日同 15g以上20召末済

口同 10g以上15g末流

閣同 5g以上10g未満

閣不受結果

口乱形果

0     100    200    300    400    500    600    700

(=′株)

第2図 首質が階級別収穫重に及 ます彰響(2006～2007年)

ig 8 Effed of qua‖守 oF strawberry Plant on tho ol本Sied yiold of輸o乱 rawbertt from 2006■2007

慣行子首

第10表 首質が果実品質に及ぼす影響(2006～2007年)
Tablo 10 ETect oF qua‖ty oF sすowberけ 。la“on the

su』ity tt the主昭wber中

離Z 籍ツ
臀 警 精蝕

実験4 `女 峰
'超

微小茎頂分裂組織培善系統の果実収畳

調査日にかかわらずlr成栽培固場での生育に石意な差は

みられなかった(第11表)鴨 階開始時期はいずれの試験区

も11月下句であつた(第12表)収 穫全期間を通じたJ又穫果

重およ仰 【穫果教はL囁子苫)略 子苗およ0ラ R子宙で多

いIR向が見られた 収 穫果宣は,慣 行予苗と比較して,

L23子古およびウ2R子苫で有意に大きかつた (第 3図 )

平均果宣,正 常果率,果 実硬度,精 度および酸度に及ほす

苗質の影響は認められなかった(第13表)

LO好 古

L22子首

慣行子首

028    77    058

030    76    957

029    80    059

1 3 3

1 3 3

1 3 4

分散分析  ns  ns

Z第 1表の通り
y径 5mmの プランジヤーによる員入抵抗値

ni7、3月9日に測定



米国杵二 他 :超微小喜頂分裂組織培養法で作出されたイチゴの生育および呆実収権量

第 1!表 苗質が促成栽培圃場での生育に及 ます影響(2007～2008年)
Table ll  ETect of qua w oF strawborけ。lant on tho growth inわrein`culturo frem 200,to 2003

(15)

16月26日 2月3日 4月 10日

苗質
Z 草 高 草 丈 小 葉長Z

(om)  (。 m)   (。 m)

小葉幅Z 草 高 草丈 」ヽ業長Z小 茶幅Z

(Gm)    (Om) (om)  (cm)   (oぃ )

草高 草丈 J Iヽ F t t Z小葉幅Z

(om) (cm)  (。 m)   (om)

LOo子苫 126 194  104

L62R子苗 108 175  96

[2o子古 127 186  100

L22R子首 107 172  97

慣行子首 ,23 134  99

H安定ツ  NS   NS    NS

8 5

7 9

8 2

7 8

8 2

91

91

87

85

90

NS

6 a

S 6

6 1

5 7

5 9

139  320

1 4 3  3 1 3

1 4 8  3 1 1

1 4 4  3 1 8

1 5 0  3 1 5

2 5 3   3 0 9    9 8      8 0

2 5 3   3 2 5    1 0 1      7 9

2 6 7   3 2 7    9 ,      3 0

2 9 5   3 5 7    1 0 5     8 7

2 7 0   3 2 9    1 0 2     3 1

NS  NS   NS    NSNS  NS NS

を
展開算三葉

yランナー増殖昔と培養苗間において NSよ有意差がないことを示す(i検定 n・2)

第12表 首質が収量に及ぼす彰響(2007～2008年)
Tablo 12  Entct ofqりっhty of etra、″じerⅢ plarlt on the moぃthly ylold of strawberiγ iom 2007 oヽ2008

苗賓Z  収
穫開始日

〒再干
_″

戸
~‐

F「
」

砦昏
星

畏単辞
士

可子
――

評
――

覇面下 料 為品

数

子J暴 予

正

長掃
卒X不 受

塩掃
手X =じ

ィ最
軍X

LOo子首  11月 27日

L02R子吉 11月 27日

L23子首  11月 27日

L22R子首 11月 27日

慣行子首 11月 28日

(検定W

33   1047   1207   1478  770  1193  5727   549     566

32   131 1   854   1450  704  1060  5401    78      534

,9   121 9   914   1626  929  1040  5747    43      572

15   1360   825   1440  953  1358  5890    92      579

23   1235   872   1331   741   1093  5205   158     520

101

101

101

1 0 2

1 0 2

NS

679

702

711

699

694

NS

1 5 8

1 3 6

1 5 0

1 6 5

1 5 5

162

162

139

136

151

NSNS

Z算 表ヽの通り
y範 囲は反後間の差を示す
X重 曇比
W慣 行子首と培奏苗間において 」よ軌水準で有意な差があることを NSは有意差がないことを示す(t検定 n=2)

L O o子首

L0 2 R子宙

L2 3子苗

L2 2 R子盲

慣行子苗

■果三25=以上

回同 20g以上25g未満
園同 15g以上20g未満
圏同 10=以上15宮未満
圏同 5g以上10g未満
圏不受結果
□乱形果

300    400

(g/株)

算3四 首資が陪紙 別収種量に及 ぼす影響(2007～2008年)
ng3 Effeot of qua ty of strawbertt Plont on tho olassied yiei3 of th。 ・trawberけ from 2007崎  2008

第13表 苗賃が果実品質に及十ます影響(2007～2003年)
rabro 13  [Tect oF ouanty oF stra“berⅢ Olant on th。

。uoいty tt tho strawber～

首質Z踊昏
y碍

序鴫序糖験比
LOI子宙  o20  92  055  169

L02R子首  o2,  91  057  159

L2o子首  o21  33  055  168

υ2R子首  621  91  o57  160

優行子苗  623  92  056  167

Z第 1表の通り
V径 5mmの ブランジャーによる貫入lrれ値

F4～ 72月 1日 2月2,日 3月10日 4月4日測定の平均値

700

ま

K

ミ

タ
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本無では,超 散小圭頂分裂ネ性織培養まで作出されたイチ

ゴ4品とのi育 を調査した 越 冬きせた順化2年 目のIn差

苗の発生業数とランナー数は眠行古と比弦して多かつた

イチゴのウイルスフリー首は'す がl■盛でランナー発生数

力↓曹加|る ことが知られている。|が
す試験に用いた非培養

の
｀
アスカルビー'は

,RT Pr Rによリウイルスフリーであ

ることを確認している 配 野らう1まイテゴの主頂出来の組

THtモ章による大最増殖古は,圭 J宮考養後に3世代ランナー

増加したウイルスフリー首と比政して,ラ ンチー発iが 多

いとffV告しており,組 織培養古は幼若相にあることが発生

ランナー数増加の要因の一つであると考察している 本 試

峡で,順 化2年 日では多かった発生業lfdび に発生ランナ

ー数が,順化3年 日では慣行古と同程度になったことから

し03およびし2Jま幼若相をいとしていると考えられた

InshとNds。■
51ょトゥモロコシの革頂培養苗のキ長は井

■養の伯体と比張して小さくなると報告上才ており,本 試験

でも 順 化21:日の
(アスカルビー'とて

女峰
Ⅲ
のL02および

L22のや長す小実長および小棄幅は,慣 行苗と比欧して,

小さく推移し,H様 の傾 的を示した し かし!L03,L23,

L02RおよびL22Rの業長,小 ‐―長および小莞幅は,慣 行市

と比破して同程度であつた こ のことから草長力刊 さヽい特

‖も,章 批やランナー玖がナ曽加する特性と同様に順化3年

日で' 央ヽすることが示唆きれた てひのしす()と
1さ

ちの

,やではこの傾向が見ら,1なかつた■由は不明である

20064i度に住成栽lH II場に定植した
て
アスカルビー'L02

子古およびL22子甘の収桂開始日はi tl行子宙と比較して

それぞれ9日および5日早かつたが 2的7年度の
(女

山年の

Uム了古 BLR子 市,L2ュ子古およひ■22R子古を用いた訳残

では 収 程開始日は首質にかかわらす同程度であつた

しぃ子市 ULR子 市,L名子市およひ口対 古の花成は眠イi

子古とキがないと‖客された

二頂出来のF■織号吉による大it増殖古を報株として用い

た場介の呆■収忙量は,慣行の拙株を用いた場合と比4~し,

結収模呆三は大きいが  果 あたりの具童は小さくなると

キR十されている.1 本試験では, 1アスカルビー｀
のL句了

古に同様の傾向がみに)イL .ア スカルビーi m2子
高の裕収

lL果主は大きいが 来 実i'コ )g以上の呆実1文程JFiま昭行

子市と比転して小さかつた 組 織培養市では者果放が大き

い傾向うSみられる.こ とから 共 実間で載合が生じ 其 実

三が小さくなったと対宗される L22子 由にこのIF向が記

められなかった埋由については不明である

超欲小革」貫分裂II織モな法は培4●時にtt物ホルモンを用

いないので変果発生の少ないを表まである 超 被小喜頂分

裂組紙キ養法で作出された無病首を原々竜とした場合,生

産者に親林H3布されるまで2年 を要するので,通 常の≧預

培養てフリー化できない新たなお原体が発生した際には,

有効活用できる技術であると考えられる

超微小茎頂分袈組織培養法により作ど1されたイテゴ培養

出の生有速度およJヽ 表出からランナー増殖した株の生産

性について調査 した 順 化後 2年 日の特表苗は発■―‐数立

びに発生ランナー数が増加することが示された 順 化後 3

年日の培養古およびni化後 2年 目の埼護苗からランナー増

殖した古の'育 は非培養のランナー増殖はと同程度であつ

た 促 成城号固場での生F性 は非培衣のランナー増殖市と

比較して,1ス栓其重は大きいが,平 均果三は■ヽきい傾向を

示した
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3買 の表
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3貢  14東 ・15貢の本文中のグラフの柄がアミに変わっていました。
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1 作 目        を 作 日

第 1圏 乗良県内ホウレンツウ載培施設の深産別土堰におけるホウレンツウケナガコナダユの発生消長(2002年)
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※ ■欠潤 a紋 書産 は観と しなかったが 寝 宗結泉を示す



14買の表

L 1 2子古

L2 2子苗

慣行子首

■果量25g以上

国同 20g以上25g未満
§同 15g以上20g未満
□同 10g以上15【未満
国同 5g以上10g未満
翅不受精具
口乱形果

0     100    200    300    400    500    600    700

(g/株)

第2図 首質が階級別収穫量に及ぼす影響(2006～2007年)

ig3 E‖ 泊ct tt quahty古 車rarvberry plant on th。。lassiiod vield tt the strawbett from 2006 to 2007

15買の表

町3子首

L12R子首

L23子古

レ2R子宙

慣行子古

■果重25g以上

国同 20g以上253未演
国同 15=以上20[未満
田同 10g以上15gネ滝

田同 Sg以上10g未満
賜不費結果
口乱形果

0     100    200    300    400    500    600    700

(g/株)

第3図 首質が階級】U収穫量に及1ます影響(2007～2000年)
iコ ぶ eヽt tt qua ty tt strawborry p ant on tho o astted y e d tt tho車rawberry帝om 2007 te 2003


